
 
 

（別紙 1） 

食品安全委員会(仮称)の構成(検討中) 

 

1  委員の構成 (委員: 7 名) 

・ 毒性学等の専門家 

・ 微生物学等の専門家 

・ 有機化学(化学物質)等の専門家 

・ 公衆衛生学等の専門家 

・ 食品の生産・流通システム等の専門家 

・ 消費者意識、消費行動等の専門家 

・ 情報交流の専門家 

 

2  専門調査会の構成 (専門調査委員: 延べ 200 名程度) 

食品安全委員会 

企  画 

リスクコミュニケーション 

危機管理(食品事故等) 

(評価チーム) 

化学物質系評価グループ 

食品添加物  農 薬、 

動物用医薬品  器具・容器包装 

化学物質   汚染物質等 

生物系評価グループ 

微生物   ウイルス 

カビ毒・自然毒等 プリオン（BSE 等） 

新食品等評価グループ 

遺伝子組換え食品 新開発食品 

飼料・肥料等   

 

3  事務局の構成 (事務局員: 55 名、技術参与 (非常勤): 25 名) 

事 務 局 (事務局長、次長、4 課 1 宮等) 

・総務・総括事務担当課 

・リスク評価のサポート事務担当課 

・勧告・モニタリング事務担当課 

・危機管理、情報の収集・分析事務担当課 

・リスクコミュニケーション担当官 



 
 

（別紙 2） 

食品安全委員会(仮称)に必要な予算の主要項目 

 

 

1  委員会の運営 

・ 委員会、専門調査会の開催 

リスク評価の実施  

リスク管理機関に対する勧告 

食品事故等における危機管理対応 

試験研究機関等に対する指示等 

 

2  委員会を支える活動 

(1) 食品安全に関する情報の一元的収集・整理 

・ 食品安全に関する内外の情報の収集・整理 

・ 食品安全に関する国際機関との情報交流 

 

(2) リスク評価、モニタリングのための基礎調査の実施 

・ 化学物質等のリスク評価に必要な毒性試験等の実施 

・ リスク管理状況についてのモニタリング調査の実施 

・ リスク評価に必要な評価手法等の研究開発 

 

(3) リスクコミュニケーションの実施 

・ 食品安全に関する国民からの直接的な意見・情報の収集・整理 

・ 中央及び地方におけるリスクコミュニケーションの実施 

・ 効果的なリスクコミュニケーション手法の開発 

 

(4) 食品事故等における危機管理対応 

・ 食品事故等に関する内外の情報の収集・整理 

・ リスク管理機関、国民への情報提供による危害拡大の防止 

・ 危機管理マニュアルの策定・公表 

・ 緊急対応についての事後検証 

 

概算要求額  約２０億円（新規) 


